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本研究報告集の活用に際して 
 

 平成２０年３月に小中学校の、平成２１年３月には高等学校の新しい学習指導要領が公

示され、小学校においては２３年度から、中学校では今年度から全面実施となり、高等学

校では平成２５年度より年次進行で実施されます。 
 

中学校の保健体育においては、多くの領域の学習を体験し、自ら更に探求したい運動を

選択できるよう、第１学年及び第２学年において武道、ダンスを含む全ての領域が必修と

なりました。 

  

文部科学省においては、必修となった武道及びダンスが円滑に実施できるよう、平成２

１年度から平成２３年度にかけまして「中学校武道必修化に向けた地域連携指導実践校」

事業を実施しました。 

 また、体育の授業や運動部活動の充実を図るため、平成２２年度から「地域スポーツ人

材を活用した運動部活動等推進事業」を実施し、地域のスポーツ指導者の活用や小規模校

における複数校合同部活動等の実践研究を行っているところであります。 

 

 今回、これら事業の平成２３年度の成果を全国にフィードバックし、全国各地での取組

の参考にしていただくため、委託先の各教育委員会から提出された研究報告書をもとに、

実践事例集をとりまとめました。特に、地域の指導者の協力を得て、指導の充実を図った

事例や、武道に関しては、初心者に配慮した指導方法の工夫などが報告されています。 

 

各学校におかれましては、本研究報告集に掲載した実践事例を今後の取組の参考にして

いただき、引き続き健康・安全に配慮した上で、学校体育の指導の充実に努めていただく

ようお願いします。 

 

 

 

平成２４年１２月 
 

文部科学省スポーツ・青少年局長 久 保 公 人 
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１．実践事例 
中学校武道必修化に向けた地域連携指導実践校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



学 校 名 五所川原市立五所川原第三中学校（青森県）地域の指導者と三人体制で指

電 話 番 号 0173(34）2937導の充実を目指した実践例
全校生徒数 493名（男子257名 女子236名）

種 目 等 武道（柔道） 第１・２学年

１ 取組のねらい

（１）授業の実施前と実施後に生徒の意識調査を実施し，その変容を見る。

（２）地域の指導者と連携した授業の在り方を検討し，３年間を見通した単元計画を作成する。

（３）指導体制を継続的に活用できる組織と仕組み作りを行う。

２ 取組体制

（１）近隣在住の柔道経験者を地域の指導者として招聘。

（２）複数の教員による全体進行や生徒の指導補助，地域の指導者による技能の示範・説明，全体で安

全面の配慮といったＴＴ（ティームティーチング）で実施。

① 教師①(Ｔ１)…全体計画の作成，関係者間の連絡調整，授業での全体指導

② 教師②(Ｔ２)…安全確保への配慮，生徒個々への指導補助

③ 地域の指導者・校内有段者…技や内容等の説明，技の示範

（３）教務部と連携し，地域の指導者の都合に合わせて時間割を作成。

３ 取組の概要

（１）地域の指導者との連携

① 授業内容を精査し，礼法の意義や技の持つ意味とその組み立てなど地域の指導者の専門性を活

かしながら，柔道の楽しさや喜びを生徒に体感させる。

② 事前・事後の打合せの時間を持ち，学習内容や授業における役割分担，生徒の状況などの共通

理解を図る。

（２）授業づくりの工夫

① 礼法について，その意義を理解させたうえで継続して指導する。

② 技能習得にのみこだわらず，授業内容にゆとりを持たせる。

○生徒の安全を確保するため配慮（工夫）したこと

１ 生徒にとって初めての柔道の授業であることから，指導内容を基本動作を徹底して扱うとともに，

投げ技を限定し，内容的なゆとりを持たせた指導内容とした。

２ 動作に応じて２人１組での活動や，多人数によるグループでの活動など，練習場所にゆとりを持

たせた。

３ 地域の指導者を含めて３人体制のＴＴ（ティームティーチング）とした。

４ 部活動（柔道部）に所属している生徒による示範や教え合いの場を設定した。

○成果と課題

１ 生徒の持つ柔道に対する負のイメージが，授業後に好転した。

２ 学校と地域の指導者との連携体制が構築されるとともに，３年間を見通した単元計画が作成され，

本事業終了後も継続して柔道の授業実践ができるようになった。

３ 実施時期（今年度は12月～2月の冬期間）を考慮する必要があった。



○研究内容

【授業の準備の様子】 【地域の指導者による授業の様子】

柔道衣の着方の指導 武道の伝統的な考え方についての指導

【礼法を大切にした授業づくり】 【固め技の指導】

授業開始時の座礼 教師①（Ｔ１）によるけさ固めの指導

【柔道授業アンケート（事前・事後）結果】 【地域の指導者の指導と興味関心の高まり】

柔道に対するイメージがプラス化した 柔道の授業に対する生徒の興味関心が高まった。

【研究組織と指導体制】 【実践校としての経験を来年度以降に活かす】

地域の指導者と連携した指導体制を，継続的に活 柔道に対する意識の高まりを踏まえ，授業の展開

用できる組織と仕組みづくりの工夫 に工夫を凝らす。

研究組織と指導体制

市教育委員会 地域連携指導推進協力者会議

学 校

指導体制
校 長

教員① 連携 教員②
連絡調整

ＴＴ教 頭
連携 連携

連絡調整

外部指導者
教務主任 時間割調整

実践校としての感想
・これまでの設備が老朽化していた本校にとって、畳・

投げ込みマット・生徒用柔道着などの設備・備品等が充

実したことは、生徒にとって安心・安全を確保できると

いう点で大変効果があった。また、地域の指導者との連

携体制が構築されたこと、武道における礼法・精神面の

指導が生徒の「人間形成」の一助となり、相手に対する

思いやりの心の醸成につながったことは非常に大きな成

果であった。

・生徒が今まで思い描いていた柔道に対するイメージが

授業後に好転し、楽しく学ぶことができた。来年度は、

授業内容の改善・工夫と充実にさらに努力する。

柔道授業アンケート（事前・事後）

事前アンケート（１年） 事後アンケート（１年）

項 目 は い いいえ 項 目 は い いいえ

体育の授業は好きか 82.7％ 17.3％ 80.0％ 20.0％柔道の授業は楽しかったか

柔道に興味があるか 26.7％ 73.3％ 柔道に興味がわいたか 52.9％ 47.1％

40.7％ 59.3％ 58.8％ 41.5％柔道の試合を見たことがあるか 柔道の授業をまたやりたいか

14.7％ 85.3％ 88.8％ 11.2％柔道をやったことがあるか 外部指導者の指導はためになったか

事前アンケート（２年） 事後アンケート（２年）

項 目 は い いいえ 項 目 は い いいえ

体育の授業は好きか 86.5％ 13.5％ 79.4％ 20.6％柔道の授業は楽しかったか

柔道に興味があるか 20.0％ 80.0％ 柔道に興味がわいたか 58.7％ 41.3％

49.0％ 51.0％ 54.8％ 45.2％柔道の試合を見たことがあるか 柔道の授業をまたやりたいか

12.2％ 87.8％ 85.2％ 14.8％柔道をやったことがあるか 外部指導者の指導はためになったか

・柔道に対する興味関心が授業実施後に高まっている。

。・ほとんどの生徒にとって外部指導者の指導がためになっている



【柔道】単元計画（指導と評価の計画）

【１学年】 五所川原市立五所川原第三中学校

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

オリエンテ 礼法と所作 ２人組での基本動作 ごく簡単な試
ーション ・正座、座礼、立礼 ・受け身（横、後ろ、前、前回り） 合
・特性や成 ・畳や柔道衣の扱い方 ・固め技の基本姿勢
り立ち ・固め技の補助運動（脇絞め前進、エビ） 学習のまとめ

・学習の進
め方

・柔道衣の ２人組での基本動作 固め技
扱い方等 ・姿勢（自然体、自護体） ・抑え方（けさ固め、横四方固め、上四方固め）

・組み方（襟と袖の握り方） ・応じ方と技の連絡変化
・進退動作（移動の仕方）
・受け身（横、後ろ、前、前回り）

固め技での攻防（背中合わせ） 自由練習

段 時 学習活動に即した評価規準
学習のねらい・活動

階 数 関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

①柔道の特性や成り立 ①柔道の特性や成り立
は ○柔道の特性や成り立ち、礼法、柔道衣の着 ち、礼法、柔道衣の ち、礼法、柔道衣の

方など、柔道の授業を始める上で基本とな １ 扱い方等について、 扱い方等について、
じ る知識や所作等を理解する。 学ぼうとしている。 言ったりノートに書

○学習の進め方を理解する。 き出したりしてい
め る。

１ オリエンテーション
(1) 特性や成り立ち

50 (2) ねらいや計画など、学習の進め方
× (3) 柔道衣の扱い方、畳の敷き方、礼法
１ (4) 柔道の動きと関連する運動（回転運動）

②畳や柔道衣などの安 ①基本動作を習得する ①基本動作を行うこと ②柔道における伝統的
な ○基本動作を身に付け、礼法を大切にしなが 全を確かめ、練習を ための練習をしてい ができる。 な行動の仕方を、言

ら安全に練習する。 ２ する上での安全に留 る。 ったりノートに書き
意しようとする。 出したりしている。

か １ 畳の準備、柔道着への着替え
２ 整列・正座、座礼 ③伝統的な行動の仕方 ③基本動作や課題にあ
３ 準備運動 を重んじ、相手を尊 った練習の仕方を

１ ４ ２人組での基本動作 ３ 重した行動や、自分 言ったりノートに
(1) 姿勢（自然体、自護体） で自分を律する態 書き出したりしてい
(2) 組み方（襟と袖の握り方） 度をとろうとしてい る。
(3) 進退動作（移動の仕方） る。
(4) 受け身（横、後ろ、前、前回り）

50 ５ 整理運動 ４
× ６ 整列・正座、座礼
３ ７ 畳の片付け、柔道衣からの着替えとたたみ

④自分に適した固め技 ②基本動作と固め技と ③基本となる固め技が ④固め技の名称や、応
な ○固め技をの基本となる技や簡単な入り方や を習得し、相手の動 の関連を図って練習 できる。 じ方を、言ったりノ

返し方を学習し攻防を展開する。 きや技に対応した攻 している。 ートに書き出したり
５ 防の楽しさや喜びを している。

か １ 畳の準備、柔道衣への着替え 味わおうとしてい ③得意技を身に付ける
２ 整列・正座、座礼 る。 ことができるよう、
３ 準備運動 ６ 練習の中で工夫して

２ ４ ２人組での基本動作 いる。
(1) 受け身（横、後ろ、前、前回り）
(2) 固め技の基本姿勢 ７
(3) 固め技の補助運動

５ 固め技
(1) 抑え方（けさ固め、横四方固め、上四方固 ８

め） ※段階的に指導
(2) 簡単な入り方と返し方
(3) 固め技の攻防（背中合わせ・長座） ９

50 ６ 整理運動
× ７ 整列・正座、座礼
５ ８ 畳の片付け、柔道衣からの着替えとたたみ

⑤勝敗や結果を受け入 ④得意技で相手の動き ⑤試合の仕方や基本的
ま ○学習した基本動作や固め技を用いて、ごく れようとしている。 に対応した攻防をす なルール、審判の方

簡単な試合をする。 10 ることができる。 法を、言ったりノー
と トに書き出したりし

１ 畳の準備、柔道衣への着替え ている。
め ２ 整列・正座、座礼

３ 準備運動と基本動作
(1) 受け身（横、後ろ、前、前回り）
(2) 固め技の補助運動

４ ごく簡単な試合（３人１組 技の限定）
・時間：１分、審判：１審制

５ 整理運動
50 ６ 学習のまとめ
× ７ 整列・正座、座礼
１ ８ 畳の片付け、柔道衣からの着替えとたたみ



【柔道】単元計画（指導と評価の計画）

【２学年】 五所川原市立五所川原第三中学校

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

オリエンテ 礼法と所作 ２人組での基本動作 簡単な試合
ーション ・正座、座礼、立礼 ・受け身（横、後ろ、前、前回り ・崩し、体さばき）
・特性 ・畳や柔道衣の扱い方 ・固め技の補助運動 学習のまとめ
・学習の進
め方

・礼法や基 ２人組で投げ技の基本動作 投げ技 ・投げ方（膝車、体落とし、大腰）と受け身のとり方
本動作の ・組み方（襟と袖の握り方） ・基本動作から投げ技への発展
確認 ・進退動作（移動の仕方） 固め技 ・抑え方（けさ固め、横四方固め、上四方固め ・応じ方）

・受け身（横、後ろ、前、前回り）
・崩し、体さばき

崩しの攻防 自由練習（基本となる技での攻防）

段 時 学習活動に即した評価規準
学習のねらい・活動

階 数 関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

①柔道の特性に関心を ①柔道の伝統的な考え
は ○柔道の試合ビデオ等を利用し、柔道の授業 持ち、礼法を大切に 方について、言った

への関心・意欲を高める。 １ して学習に取り組も りノートに書き出し
じ ○学習の進め方を理解し、学習の見通しを立 うとしている。 たりしている。

てる。
め

１ オリエンテーション
50 (1) 柔道の試合ビデオの鑑賞
× (2) ねらいや計画など、学習の進め方
１ (3) 礼法や基本動作の確認

②畳や柔道衣などの安 ①投げ技の基本動作を ①伝統的な行動の仕方 ②柔道における伝統的
な ○投げ技の基本動作を身に付け、伝統的な行 全を確かめ、練習を 習得するための課題 礼法を身に付けてい な行動の仕方を理解

動の仕方を大切にしながら安全に練習する。 ２ する上での安全に留 を見つけ練習を工 る。 し、言ったりノート
意しようとする。 夫している。 に書き出したりして

か １ 畳の準備、柔道衣への着替え ②投げ技の基本動作を いる。
２ 整列・正座、座礼 ③伝統的な行動の仕方 行うことができる。
３ 準備運動 を重んじ、相手を尊 ③投げ技の基本動作の

１ ４ ２人組で投げ技の基本動作 ３ 重した行動や、自分 を、言ったりノート
(1) 組み方（襟と袖の握り方） で自分を律する態 に書き出したりして
(2) 進退動作（移動の仕方） 度をとろうとしてい いる。
(3) 崩し、体さばき る。
(4) 受け身（横、後ろ、前、前回り）

50 ５ 整理運動 ４
× ６ 整列・正座、座礼
３ ７ 畳の片付け、柔道衣からの着替えとたたみ

④自分に適した投げ技 ②基本動作と投げ技と ③基本となる投げ技が ④投げ技の仕組みやく
な ○基本となる技を身に付け、投げたり抑えた を習得し、相手の動 の関連を図って練習 できる。 ずし方を理解し、言

りするなどの攻防を展開する。 きや技に対応した攻 している。 ったりノートに書き
５ 防の楽しさや喜びを 出したりしている。

か １ 畳の準備、柔道衣への着替え 味わおうとしてい ③得意技を身に付ける
２ 整列・正座、座礼 る。 ことができるよう、 ⑤柔道に関連して高ま
３ 準備運動 練習の中で、工夫し る体力について、

２ ４ ２人組での基本動作 ６ ている。 言ったりノートに書
(1) 受け身（横、後ろ、前、前回り） き出したりしてい
(2) 崩し、体さばき る。
(3) 固め技の補助運動

５ 投げ技 ７
(1) 投げ方（膝車、体落とし、大腰）と受け身
(2) 基本動作から投げ技へ ※段階的に指導

６ 固め技
(1) ８抑え方（けさ固め、横四方固め、上四方固め）

(2) 応じ方と技の連絡
７ 自由練習
(1) 投げ技から固め技への連絡
(2) 基本となる技での攻防 ９

50 ８ 整理運動
× ９ 整列・正座、座礼
５ 10 畳の片付け、柔道衣からの着替えとたたみ

⑤勝敗や結果を受け入 ④得意技で相手の動き ⑥試合の仕方や基本的
ま ○身に付けた基本動作や基本となる技を用い れようとしている。 に対応した攻防を展 なルール、審判の方

て、簡単な試合をする。 10 開することができ 法を、言ったりノー
と る。 トに書き出したりし

１ 畳の準備、柔道衣への着替え ている。
め ２ 整列・正座、座礼

３ 準備運動と基本動作
(1) 受け身（横、後ろ、前、前回り）
(2) 固め技の基本動作

４ 簡単な試合（３人１組）
・時間：２分、審判：１審制

５ 整理運動
50 ６ 学習のまとめ
× ７ 整列・正座、座礼
１ ８ 畳の片付け、柔道衣からの着替えとたたみ



学 校 名 山田町立山田中学校（岩手県） 

電 話 番 号 0193(82)2611 

全校生徒数 485 名(男子 238 名 女子 247 名) 

種 目 等 武道（柔道） 第２学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒の安全を確保するため配慮（工夫）したこと 

 

 

 

 

 

○成果と課題 

 

 

 

 

 

 

仲間と関わる学習形態を工夫した実

践例 

１ 取組体制 

  大学教授，県柔道連盟関係者等からなる地域連携指導推進協力者会議と地域連携指導実践校支援委

員会による協議内容を踏まえ，地域の実態を考慮した柔道の学習指導の在り方について研究を進めた。 

   実践校教諭１名，他校教諭２名，担当指導主事兼保健体育主事１名の４名を地域連携指導実践校支

援委員とし，８月４日，10 月 31 日，11 月 28 日の３回，「支援委員会」を開催し，新学習指導要領に

対応した単元計画を作成するとともに，授業実践における具体的な指導のポイントを検討した。 

２ 取組の概要 

  授業実践テーマを「柔道のよさや楽しさ，特性に触れる学習の進め方」と設定し，「思いやりの心」

や「伝統的な行動の仕方」，「技の習得」や「相手と直接組み合っての攻防の展開」といったことを考

慮して学習を展開した。１時間目は，オリエンテーションを行い，２～４時間目は，基本動作と第１

学年で学習した固め技，受け身，投げ技の復習を行った。 

  ５～８時間目は，相手の不安定な体勢（正しい崩しと体さばきによる）をとらえた技のかけ方の練

習と自由練習を行い，９～10 時間目は，学習の成果の確認として，ごく簡単な試合を行った。 

３ 地区別中学校武道・ダンス指導者研修会 

  平成 23 年 12 月６日(火)，山田町立山田中学校を会場に，中学校保健体育科担当教員 22 名の参加を

得て研修会を実施した。 

  研修会では，「仲間と関わり工夫する場」を位置付け，相手の不安定な体勢をとらえた技のかけ方に

焦点をあてた公開授業（上記授業事例の６/10 時間目）と公開授業に係る協議，大学教授による柔道の

実技指導及び「これからの柔道指導の在り方」と題した講演を行った。 

１ 柔道では，相手を投げたり抑え込んだりすることから，「伝統的な行動の仕方」と「思いやりの心」

の大切さを，全ての場面で確認しながら活動を進めた。 

２ 単元を通して，基本動作や受け身の練習を継続して行った。 

３ 取と受の約束事をはっきりと示し，繰り返し確認しながら活動を進めた。 

１ 新学習指導要領に対応した指導について理解が深まり，実践への意欲付けが図られた。 

２ 取組の成果を管内中学校全ての保健体育科担当教員で共有し，今後の「柔道」指導に生かしていく

ことが課題として確認された。 



○研究内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

【相手の不安定な体勢をとらえた技のかけ方の試行錯誤と仲間との交流】 

仲間と関わり工夫する場となった。 

 

 

 

 

 

【オリジナル指導書：「柔道一直線」】 

「思いやりの心」，「伝統的な行動の仕方」 

【固め技，投げ技の復習】 

取と受の約束事の確認 

【学習カード】 

生徒の授業の振り返り 

【指導者研修会】 

大学教授による指導 
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